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受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 
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iTrustプレミアム・ 
ブランド 

 

 

運用報告書(全体版) 
 

第６期 
 

決算日：2023年５月10日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrustプレミアム・ブランド」は、

2023年５月10日に第６期の決算を行いまし

たので、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2017年７月31日（当初設定日）から無期限です。 

運 用 方 針 
信託財産の成長を図ることを目的として積極
的な運用を行うことを基本とします。 

主 要投資 対象 

当ファンド 
ピクテ・プレミアム・ブランド・
マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

世界のプレミアム・ブランド企
業の株式 

運 用 方 法 

① マザーファンド受益証券への投資を通じ
て、主として世界のプレミアム・ブランド
企業※の株式に投資します。 
※プレミアム・ブランド企業とは、流行を創造す
るデザインや 高品質などに基づくブランド力
により、消費者に幸福感、優越感などの感情を
もたらすことができる商品・サービス（プレミ
アム・ブランド商品・サービス）を提供してい
る企業を指します。プレミアム・ブランドは、
選ばれた企業のみが有するブランド力であり、
一般的にプレミアム・ブランド商品・サービス
は高価格でも消費者に受入れられています。 

② 実質組入外貨建資産については、原則とし
て為替ヘッジを行いません。ただし、為替
ヘッジが必要と判断した場合は為替ヘッジ
を行うことがあります。 

主 な投資 制限 

当ファンド 

① 株式への実質投資割合には
制限を設けません。ただし、
未上場株式および未登録株
式への実質投資割合は、信託
財産の純資産総額の10％以
内とします。 

② 同一銘柄の株式への実質投
資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

③ 外貨建資産への実質投資割
合には制限を設けません。 

マ ザ ー 
フ ァ ン ド 

① 株式への投資割合には制限を
設けません。ただし、未上場
株式および未登録株式への投
資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

② 同一銘柄の株式への投資割
合は、信託財産の純資産総額
の10％以内とします。 

③ 外貨建資産への投資割合に
は制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分
を含めた利子・配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および市況
動向等を勘案して委託者が決定します。ただ
し、必ず分配を行うものではありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設け
ず、委託者の判断に基づき、元本部分と同
一の運用を行います。 
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○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

２期(2019年５月10日) 11,221 0 △ 2.6 11,139 2.4 95.2 217 

３期(2020年５月11日) 10,531 0 △ 6.1 10,744 △ 3.5 96.4 201 

４期(2021年５月10日) 18,093 0 71.8 16,027 49.2 98.1 480 

５期(2022年５月10日) 18,114 0 0.1 17,429 8.8 95.3 900 

６期(2023年５月10日) 22,766 0 25.7 19,415 11.4 98.1 1,254 
 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2017年７月31日）を10,000として指数化したものです。

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2022年５月10日 18,114 － 17,429 － 95.3 

５月末 19,006 4.9 18,134 4.0 96.6 

６月末 18,639 2.9 17,702 1.6 96.9 

７月末 19,836 9.5 18,364 5.4 97.1 

８月末 19,793 9.3 18,492 6.1 97.5 

９月末 18,830 4.0 17,569 0.8 97.9 

10月末 20,116 11.1 19,196 10.1 96.3 

11月末 20,366 12.4 18,724 7.4 97.7 

12月末 19,363 6.9 17,567 0.8 97.7 

2023年１月末 21,112 16.6 18,259 4.8 98.6 

２月末 21,765 20.2 18,841 8.1 98.6 

３月末 21,990 21.4 18,760 7.6 97.8 

４月末 22,761 25.7 19,254 10.5 98.5 

(期  末)      

2023年５月10日 22,766 25.7 19,415 11.4 98.1 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「株式組入比率」は、実質比率を記載しています。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算し、設定日（2017年７月31日）を10,000として指数化したものです。

 

MSCI世界株価指数は、MSCI Inc.が開発した指数です。同指数に対する著作権、知的所有権その他一切の権利はMSCI Inc.に帰属します。 

またMSCI Inc.は、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 
 

 

  



品 名：90042_140074_006_02_iTrust プレミアム・ブランド_966613.docx 

日 時：2023/6/16 19:06:00 

ページ：2 
 

－ 2 － 

○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

当期の基準価額は、25.7％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2022年５月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 参考指数は、MSCI世界株価指数（税引後配当込み）を委託者が円換算したものです。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れている株式の価格が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルやユーロなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界の株式市場は、期首から2022年６月中旬にかけては、米連邦準備制度理事会（FRB）をはじめとする主

要中央銀行が金融引き締め姿勢を強めるとの観測に加えて、長引く都市封鎖（ロックダウン）を背景とした

中国景気減速への警戒感なども意識され、下落しました。８月中旬にかけては、FRBの金融引き締め観測が

一時後退したことや市場予想を上回る企業業績などが好感され上昇しました。８月下旬から９月中旬にか

けては、FRBのパウエル議長がインフレ対策を重視し積極的な利上げを継続する姿勢を示したことや、英国

トラス前政権の財政政策案発表を背景に、先進国金利の上昇圧力が高まったことなどから大幅に下落しま

した。11月にかけては、欧米の長期金利上昇に一服感が見られたことなどが好感され、世界の株式市場は反

発しました。11月中旬から2023年１月末にかけては、米国のインフレ圧力の低下などを背景にFRBが利上げ

ペースを減速させるとの見方が強まったことや、中国の経済活動正常化に向けた動きへの期待などから上

昇しました。その後は、金融引き締め継続の必要性について金融当局者の発言が相次いだことなどを受け

て、欧米長期金利が大きく上昇したことや、米地銀の破綻を受けた金融不安を背景に世界的にリスク回避姿

勢が強まったことなどから、３月中旬にかけて下落しました。３月下旬から期末にかけては、主要中央銀行

による流動性供給や政府による金融不安への対策が好感されたこと、欧米の長期金利低下などを材料に上

昇しました。 

・為替市場では、FRBが高止まりするインフレを受けて金融引き締め姿勢を加速させた一方、日本銀行は緩和

的な金融政策を維持するとの見方が強まったことから、日米金利差の拡大が意識され、期首から2022年７月

中旬にかけて大幅な米ドル高・円安となりました。その後８月上旬にかけては、景気の先行きを示唆する景

況感指数が米国で急速に悪化したことや、米４-６月期GDP（国内総生産）が市場予想に反しマイナス成長と

なったことなどから、米ドルが円に対して下落しました。10月中旬にかけては、良好な米雇用指標などを背

景にFRBによる積極的な利上げの継続観測が高まったことなどから、大幅な米ドル高・円安の進行となりま

した。11月にかけては、日本銀行による為替介入が実施されたとの観測や、米利上げ幅の縮小期待などを背

景に、米ドル高の動きが一服し、米ドル安・円高となりました。2023年１月中旬にかけては、FRBによる利

上げペースの減速の観測が高まったことなどを背景に米長期金利が低下したことや、日本銀行によるイー

ルドカーブ・コントロール（長短金利操作）政策の長期金利の許容変動幅拡大などを受けて、米ドル安・円

高が進行しました。その後は、日本政府が日本銀行の次期総裁に起用する方針を固めた植田氏が当面は金融

緩和の継続が必要との考えを示したことなどから、３月上旬にかけて米ドル高・円安となりました。３月中

旬から下旬にかけては、米地銀の破綻をきっかけとして金融不安が欧州地域などへも波及するとの懸念が

強まったことや米金利が低下したことなどから、米ドル安・円高が進行しました。期末にかけては、金融不

安への過度な懸念が後退したことや、植田総裁就任後初回となる日本銀行の金融政策決定会合において、現

状の金融政策の維持が決定されたことなどを背景に米ドル高・円安となりました。 

 

  

投資環境 
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当ファンドが主要投資対象とするピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド受益証券への投資比率を

高位に維持してまいりました。実質組入外貨建資産については、為替ヘッジは行いませんでした。 

 

＜マザーファンドの組入状況＞ 

主として世界各国の企業からプレミアム・ブランド企業※を選別し、個別銘柄のファンダメンタルズ分析に

より成長力のあるプレミアム・ブランド企業の株式に投資してまいりました。 
※プレミアム・ブランド企業とは、流行を創造するデザインや 高品質などに基づくブランド力により、消費者に幸福感、優越感などの感情

をもたらすことができる商品・サービス（プレミアム・ブランド商品・サービス）を提供している企業を指します。（以下同じ。） 

 

◇国・地域別組入比率    

【期首】  【期末】  
国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 43.2％ 米国 39.4％ 

フランス 21.8％ フランス 21.4％ 

英国 7.7％ イタリア 11.3％ 

イタリア 6.6％ 英国 8.2％ 

スイス 5.8％ スイス 7.5％ 

カナダ 3.7％ ドイツ 4.3％ 

ドイツ 3.5％ カナダ 3.4％ 

日本 1.9％ 日本 1.3％ 

ルクセンブルグ 0.9％ 中国 1.2％ 

スペイン 0.6％ ルクセンブルグ 0.5％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

◇組入上位10業種    

【期首】  【期末】  
業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

耐久消費財・アパレル 38.6％ 耐久消費財・アパレル 38.4％ 

食品・飲料・タバコ 14.2％ 消費者サービス 16.4％ 

消費者サービス 14.2％ 食品・飲料・タバコ 11.4％ 

家庭用品・パーソナル用品 8.8％ 家庭用品・パーソナル用品 8.8％ 

自動車・自動車部品 5.3％ 自動車・自動車部品 6.4％ 

ソフトウェア・サービス 4.8％ ソフトウェア・サービス 4.7％ 

各種金融 4.8％ テクノロジー・ハードウェア/機器 3.6％ 

テクノロジー・ハードウェア/機器 4.2％ ヘルスケア機器・サービス 3.2％ 

小売 0.8％ 各種金融 3.0％ 

－ － 小売 2.7％  
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業グループに基づき表示し

ています。 

 

  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

VISA 米国 情報技術サービス 4.8％ フェラーリ イタリア 自動車 4.8％ 

アメリカン・ 

エキスプレス 
米国 消費者金融 4.8％ VISA 米国 情報技術サービス 4.7％ 

マリオット・ 

インターナショナル 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.7％ 

マリオット・ 

インターナショナル 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.7％ 

エシロール ルックス 

オティカ 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.3％ 

フィナンシエール・ 

リシュモン 
スイス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.7％ 

アップル 米国 
コンピュータ・ 

周辺機器 
4.2％ 

LVMHモエ ヘネシー・ 

ルイ ヴィトン 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.5％ 

ヒルトン・ワールドワイド・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.2％ ナイキ 米国 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
4.5％ 

LVMHモエ ヘネシー・ 

ルイ ヴィトン 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
3.8％ ロレアル フランス パーソナル用品 4.5％ 

ロレアル フランス パーソナル用品 3.5％ 
ヒルトン・ワールドワイド・ 

ホールディングス 
米国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
4.3％ 

ディアジオ 英国 飲料 3.5％ 
インターコンチネンタル・ 

ホテルズ・グループ 
英国 

ホテル・レストラン・ 

レジャー 
3.9％ 

エルメス・ 

インターナショナル 
フランス 

繊維・アパレル・ 

贅沢品 
3.4％ アップル 米国 

コンピュータ・ 

周辺機器 
3.6％ 

 
（注） 組入比率はマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示しています。 

 

当期末の組入上位銘柄は、 

- フェラーリ ：レーシングカーや高級スポーツカーの設計・製造、販売を手がけるイタリアの超高

級自動車メーカー。 

- VISA ：クレジットカード会社。小売り電子支払ネットワーク事業とグローバルな金融サー

ビスを手がける。 

- マリオット・ 

インターナショナル 

：世界的なホテル経営、フランチャイズ会社。マリオット、JWマリオット、ザ・リッ

ツ・カールトン等を所有。 

- フィナンシエール・ 

リシュモン 

：カルティエ、ピアジェ、ヴァン クリーフ＆アーぺル、IWC等の高級時計ほか万年

筆のモンブラン等のブランドを所有。 

- LVMHモエ ヘネシー・ 

ルイ ヴィトン 

：多角化した高級ブランド品のコングロマリット。ルイ・ヴィトン、モエ・エ・シャ

ンドン、フェンディなどの高級ブランドを所有。 

などとなりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第６期 

2022年５月11日～ 
2023年５月10日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,766  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

世界的なインフレ率の高止まりや、先進国を中心とした景気の先行き不透明感などが、引き続き株式市場の

不安定要因になるとみられます。また、ウクライナ情勢などの地政学リスクは依然として払拭されていませ

ん。しかし一方で、中国のゼロコロナ政策終了により、中国の消費者が国内および海外で消費を拡大させてい

くことが予想され、プレミアム・ブランド商品やサービスに対する需要の本格的な回復が期待されます。世界

的にインフレへの懸念は高まっていますが、この点についてはプレミアム・ブランド企業には強力な価格決定

力があり、原材料価格が高騰しても 終価格に比較的容易に転嫁することが可能であり、高収益性を維持でき

るものとみています。 

 

（２）投資方針 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド受益証券への投資を通じて、主としてプレミアム・ブラン

ド企業の株式に投資してまいります。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行わない方針

です。ただし、為替ヘッジが必要と判断した場合は為替ヘッジを行うことがあります。 

 

＜マザーファンド＞ 

主として世界のプレミアム・ブランド企業の株式に投資してまいります。 

消費者の「羨望の的」となるような強力で魅力的なブランド力を確立している企業の中から銘柄を厳選して

投資を行っていく方針です。特に、 高品質の製品、類い稀なるサービスを提供し、今日の消費市場で重要な

鍵の一つであるデジタル戦略に十分取り組んでいる企業を投資対象候補としています。同時に、持続的な成長

が可能か、また、高い収益性が実現できるかなどの点についても着目し、投資を行っていく方針です。 

 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 297  1.463  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (145)  (0.715)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (145)  (0.715)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  7)  (0.033)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.041   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
・売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.041)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 10   0.051   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
・有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 10)  (0.051)   

（d） そ の 他 費 用 23   0.112   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 10)  (0.050)  ・保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
 資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  9)  (0.046)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  3)  (0.016)  ・その他は、運用報告書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事務 
 の処理等に要する諸費用 

 合 計 338   1.667    

期中の平均基準価額は、20,298円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.58％です。 
 

  
（注） 上記の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 63,119 315,900 44,596 229,120 

 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○株式売買比率 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

項 目 
当 期 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 37,380,668千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 36,332,888千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.02   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○組入資産の明細 (2023年５月10日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 203,994 222,517 1,247,476 
 
（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年５月10日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド 1,247,476 98.5 

コール・ローン等、その他 18,473 1.5 

投資信託財産総額 1,265,949 100.0 
 
（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注） ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（39,493,273千円）の投資信託財産総額

（40,860,832千円）に対する比率は96.7％です。 

（注） ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンドにおける外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦

貨換算したものです。なお、当期末における邦貨換算レートは、1米ドル=135.15円、1英ポンド=170.65円、1ユーロ=148.23円、1スイス

フラン=151.87円、1デンマーククローネ=19.91円、1オーストラリアドル=91.40円、1香港ドル=17.24円、1シンガポールドル=101.88円、

1南アフリカランド=7.25円です。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年５月10日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,265,949,138   

 コール・ローン等 18,472,175   

 ピクテ・プレミアム・ブランド・マザーファンド(評価額) 1,247,476,963   

(B) 負債 11,834,267   

 未払解約金 3,430,943   

 未払信託報酬 8,098,484   

 未払利息 50   

 その他未払費用 304,790   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,254,114,871   

 元本 550,863,576   

 次期繰越損益金 703,251,295   

(D) 受益権総口数 550,863,576口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,766円 
 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 

（貸借対照表関係） 

（注） 期首元本額 497,167,074円

 期中追加設定元本額 251,451,598円

 期中一部解約元本額 197,755,096円

（注） １口当たり純資産額 2.2766円
 

○損益の状況 (2022年５月11日～2023年５月10日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      6,113   

 支払利息 △      6,113   

(B) 有価証券売買損益 216,936,796   

 売買益 263,663,074   

 売買損 △ 46,726,278   

(C) 信託報酬等 △ 16,115,332   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 200,815,351   

(E) 前期繰越損益金 △ 13,583,501   

(F) 追加信託差損益金 516,019,445   

 (配当等相当額) (  269,736,721)  

 (売買損益相当額) (  246,282,724)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 703,251,295   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 703,251,295   

 追加信託差損益金 516,019,445   

 (配当等相当額) (  270,210,657)  

 (売買損益相当額) (  245,808,788)  

 分配準備積立金 187,231,850   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（10,904,433円）、

費用控除後の有価証券等損益額（142,186,329円）、信託約款に

規定する収益調整金（516,019,445円）および分配準備積立金

（34,141,088円）より分配対象収益は703,251,295円（10,000口

当たり12,766円）ですが、当期に分配した金額はありません。

（注） 主要投資対象であるマザーファンドにおいて、信託財産の運用

の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要する費用 

 当該マザーファンドに係る信託財産の純資産総額のうち、当

ファンドに対応する部分の年率0.80％以内の額 

 

○お知らせ 

 委託者の商号変更に伴い所要の約款変更を行いました。 
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